
 

 
 

          

｢

２
０
３
０
年
代
に
原
子
力
発

電
所
の
稼
働
ゼ
ロ｣

と
の
方
針
に

つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
世
界

的
権
威
で
あ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
ー

ギ
ン
氏
は
、「
原
子
力
を
欠
い
た
ま

ま
国
の
競
争
力
を
保
つ
の
は
難
し

い
」
と
指
摘
。「
原
子
力
を
適
切
に

管
理
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
資
源
の
少
な
い
日
本
は
、
米

国
よ
り
柔
軟
で
幅
広
い
選
択
肢
を

維
持
す
べ
き
だ
」
原
則
多
様
性
を

強
調
し
た
。 

 
(

日
経
10
月
26
日
付) 

  

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
原
子
力
発
電
に
詳
し
い
日
本

よ
り
有
能
な
技
術
者
を
探
す
企
業 

 

       

の
中
国
広
東
核
電
集
団
、
西
安
核

設
備
、
中
国
核
工
業
な
ど
中
国
の

原
子
炉
メ
ー
カ
ー
は
年
俸
１
千
万

以
上
を
提
示
す
る
。
日
本
国
内
で

新
増
設
の
機
運
が
し
ぼ
む
中
、
原

発
大
国(

現
在
22
基
あ
る
原
発
を

１
０
０
基)

を
目
指
す
中
国
は
、
世

界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
日
本

人
技
術
者
に
食
指
を
伸
ば
し
始
め

た
。
新
幹
線
技
術
や
家
電
を
含
む

電
機
産
業
同
様
、
日
本
を
超
え
将

来
輸
出
競
争
相
手
国
と
な
る
輸
出

産
業
に
進
化
し
つ
つ
あ
る
。 

一
方
、
日
本
海
を
望
む
韓
国
で

は
最
も
古
い
古
里
１
号
機
～
６
号

機
の
６
基
の
原
発
が
稼
働
し
て
い

る
所
に
、
政
府
肝
煎
り
で
韓
国
電

力
公
社
と
関
係
４
社
が
国
際
原
子

力
大
学
院
大
学
を
設
立
し
た
。
本

館
と
生
活
館
の
２
棟
に
分
か
れ
地 

       下
２
階
、
地
上
４
階
建
て
、
設
立

資
金
約
46
億
円
で
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦(

Ｕ
Ａ
Ｅ)

原
発
建
設
事
業
受

注
に
合
わ
せ
、
今
年
３
月
開
校
。 

 
 

最
先
端
研
究
で
な
く
設
計
や
建

設
、
運
転
、
管
理
な
ど
を
２
年
で

学
ぶ
。
原
発
を
建
設
し
運
営
す
る

た
め
の
人
材
育
成
だ
。
授
業
は
英

語
で
、
１
学
年
の
定
員
は
１
０
０

人
。
50
人
は
外
国
人
留
学
生
を
想

定
し
、
現
在

は
７
カ
国

か
ら

22

人

を
受
け
入

れ
て
い
る
。

現
場

指
導

者
を

育
て

る
国
際
拠

点
。
「
原
発

輸
出

先
の 

       支
援
や
留
学
生
受
け
入
れ
で
で
き

た
人
派
が
将
来
の
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス

に
役
立
て
ば
」
と
朴
総
長
の
言
葉

で
あ
る
。 

韓
国
は
２
０
３
０
年
に
発
電
量

に
占
め
る
原
発
比
率(

稼
働
中
の

原
発
23
基)

を
30
％
～
59
％
に

す
る
目
標
を
掲
げ
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦(

Ｕ
Ａ
Ｅ)

か
ら
受
注
し
た

原
発
４
基
は
１
兆
４
８
８
０
億
、

昨
年
11
月
の
第
４
次
原
子
力
振
興

総
合
計
画
に
は
原
子
力
を
Ｉ
Ｔ
、

船
舶
、
半
導
体
に
次
ぐ
輸
出
産
業

に
育
て
る
と
明
記
し
て
い
る
。
輸

出
主
導
に
よ
り
急
成
長
し
た
韓
国

経
済
、
そ
れ
を
支
え
る
企
業
サ
ム

ス
ン
、
現
代
な
ど
韓
国
各
社
の
成

長
は
著
し
い
。 

昭
和
30
年
代
池
田
勇
人
首
相
が

所
得
倍
増
を
唱
え
成
長
し
た
日
本 

韓
国
の
国
際
原
子
力
大
学
院
大
学 

国
内
原
発
技
術
の
流
出 

全 4 ページの一部を掲載しています 


